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 第１章  水道ビジョン策定の背景   

1.1  水道ビジョンの基本理念 

 

水道ビジョンは，厚生労働省より公表されている「水道ビジョン作成の手引

き」（以下：ビジョン手引き）によると，国民の生活及び経済活動を支えてきた

水道事業を今後も継続して運営していく為，50 年後，100 年後の将来を見据えた

水道事業の取組み及び方策を提示するものです。 

 

屋久島町の人口は， 昭和 36 年（1961 年）の 24,010 人（※1）をピークに，

令和 2年（2020 年）現在においては 12,271 人（※2）と，減少傾向にありま

す。屋久島町水道事業にとって人口の減少は，水道料金の減収に繋がる為，事業

の運営に大きな影響を与えます。 

 

屋久島町の水道施設は，水道事業が創設された昭和 36 年度（1961 年度）から

現在までに，給水区域の拡張を繰り返し，水道普及率の向上に努めてきました。

その結果，管路の総延長は，令和元年度（2019 年度）現在時点で約 310km にも

及びます。これまで老朽化した施設は，漏水等の事故を未然に防ぐため，施設更

新を行ってきました。しかし，今後 10 年の間に施設更新時期のピークが偏って

いる為，多額の更新費用を要する事が懸念されています。 

 

全国の水道事業は，平成 23 年に発生した東日本大震災や，平成 28 年に発生し

た熊本地震等の，近年多発している地震により，大きな被害を受けています。屋

久島町は，現実味をおびてきている震災による被害を最小限とする為，「屋久島

町南海トラフ地震防災対策推進計画」により，水道の基幹施設全ての耐震化を計

画しています。しかし，現時点において施設耐震化の整備・強化実現までには至

っていません。 

 

※1 「屋久島町人口ビジョン - 総人口」参考 

※2 「上水道統合認可 - 行政区域内人口」参考 
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屋久島町水道ビジョンでは，これらの厳しい課題に対して，現実的な提案・施

策を実施する事で，屋久島町が将来に渡り「安全」で「強靭」な水道サービスを

「継続」し続けられる様，関係者間で情報を共有し，一丸となって課題に取組む

為の方針を策定します。 

   

 

 

  

時代や環境の変化に対して的確に対応しつつ，水質基準に適合した

水が，必要な量，いつでも，どこでも，誰でも，合理的な対価をもって，

持続的に受け取る事が可能な水道

強靭な水道

水道サービスの持続

安全な水道

自然災害等による被災を最小限にとど

め，被災した場合であっても，迅速に復

旧できるしなやかな水道

全ての国民が，いつでもどこでも，

水をおいしく飲める水道

給水人口や給水量が減少した

状況においても，健全かつ安定

的な事業運営が可能な水道

① 水道の理想像（ビジョン手引きより） 
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1.2  計画期間 

屋久島町水道ビジョンの実施計画は，５０年，１００年先の屋久島町水道事業

を見据えた将来像を基に，令和２年度から令和１１年度（2020 年度～2029 年

度） までの１０年間を計画期間とします。 

なお，社会的情勢及び経済的諸条件の変化を踏まえ，達成状況及び進捗状況に

ついて定期的に検証し，必要に応じて見直しを図るものとします。 

 

 

 

1.3  水道ビジョンの位置づけ 

屋久島町には，まちづくりの方針や目標を具体的に掲げた「屋久島町第二次振

興計画」と，人口の減少に対する施策や高齢化率の抑制を計画した「屋久島町人

口ビジョン」の計画が策定されています。 

 

屋久島町水道ビジョンは，水道の理想像を実現する為，水道事業の現状確認や

将来像を明確にし，上記の上位計画に沿った計画性のある将来目標を具現化する

事を目的として策定します。 

  

水道ビジョン　-3-



 
第１章  水道ビジョン策定の背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道ビジョン 

 

 アセット 
マネジメント 

 

経営戦略  

 

 

水道ビジョン位置づけイメージ図 

 …  将来 

１．屋久島町振興計画 
屋久島町人口ビジョン 

２．水道事業の現状確認と 
更新計画 

厚生労働省  
水道ビジョン 

４．将来像に向けた目標 

３．将来水道事業像の経済的策定 

５．目標実現の為の基本計画 

６．基本計画に基づく実施計画 

現
状
に
即
し
た
計
画
の
見
直
し 

現在 

事業実施に係る

中期計画 

水道施設の拡張，改良・更新に

関する長期的・総合的計画 
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 第２章  水道事業の概要 

2.1  水道事業の沿革 

屋久島町水道事業は、昭和 36 年度（1961 年度）に簡易水道事業を創設して以

来，新規水道事業の創設や区域拡張，また事業統合を繰り返し，令和元年度

（2019 年度）現在，下記１２地区の簡易水道事業を運営しています。 

さらに令和 2年度には，口永良部地区を除く 11 地区について，一つの上水道

事業として統合する計画としています。 

多くの町民に水を供給する為には，新規水道事業の創設や，水道事業の区域を

拡張する必要があります。さらに各水道事業の統合を行う事で， 効率の高い事

業経営が可能となります。 

屋久島町水道事業は，今後も「支出と収入」の均衡を保ちながら，需要と供給

の調整を図り，安全な水を供給可能となる様，社会情勢の変化に対応しながら，

健全な運営に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

① 屋久島町水道事業位置図 
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2.2  水道施設の概要 

水道施設は，取水・導水・浄水・送水・配水それぞれの施設が正常に機能する

事で，町民へ安全な水を供給する事が可能となります。 

 
 

以下に，各施設の役割を記載します。 

1.取水施設 

取水施設とは，地表水または地下水より，原水を取込む施設です。 

屋久島町水道事業においては，主に地表水より取水しています。 

 

2.導水施設 

導水施設とは，取水施設より取込んだ原水を，浄水施設まで導く施設です。 

主に導水管や，ポンプ設備等から構築されます。 

 

3.浄水施設 

浄水施設とは，導水施設から運ばれた原水を，消毒やろ過，紫外線処理等，

それぞれの水質に適合した浄水手法により，原水を飲料水に変換する施設で

す。  

 

4.送水施設 

送水施設とは，浄水場から配水池まで飲料水を送る施設です。 

主に送水管や，ポンプ設備等から構築されます。 

 

5.配水施設 

配水施設とは，飲料水を適切な水圧・水量にて供給する施設です。 

主に配水管や，ポンプ設備，仕切弁等から構築されます。 

  

② 水道施設イメージ図 
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2.3  屋久島町水道事業の経営状況 

水道事業の収支実績資料である「簡易水道事業特別会計歳入歳出決算書」（以

下「決算書」と表記）を基に，財政収支の実績を整理しました。 

令和２年度より上水道事業として運営される 11 地区を対象に，企業債残高情

報を加味して以下グラフに取りまとめた結果，収支のバランスは概ね保たれてい

る事が分かります。しかし内訳を分析すると，収入は国や県からの補助金や，町

からの一般会計繰入金（グラフ内「1-2 【収入】収益化分など」に該当）に頼っ

た事業の現状がうかがえます。 

 

 

 

  

① 屋久島町水道事業 財政収支実積 
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平成 30 年度（2018 年度）決算書を基に，水道事業の収益と費用を下記グラフ

のとおり整理した結果，総収益の内訳は，補助金が約 34%，水道料金収益は約

32%となりました。一方総費用は，減価償却費が約 46%，消耗品・その他が約 18%

を占める結果となり，現状の経営状況は，総収益（709,969 千円）＞総費用

（431,497 千円）となりました。 

※1長期前受金戻入とは，財源が補助金であった場合，補助金に対する減価償

却に見合う分を収益として計上する項目です。 

 

 

 

  

水道料

金収益
229,071

営業収益

4,883
一般会計繰入金

147,397

補助金

240,458

長期前受金戻入 97,974

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

719,782

総収益

千円

(千円)

人件費

71,245
動力費

19,129

消耗品・

その他

76,502

修繕・

賃借料

24,487

備品・

諸費用

8,580

減価償

却費

236,083

支払利息
33,442

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

469,468

総費用

千円

(千円)

財政状況グラフデータ
項目 2018 集計項目 2018年度　集計値

料金収入 229,071 水道料金収益 229,071
受託工事収益 0
その他営業収益 4,883
一般会計繰入金 147,397 一般会計繰入金 147,397
補助金 240,458 補助金 240,458
長期前受金戻入 97,974 長期前受金戻入 97,974
営業外収益(その他) 0 その他 0
合計 719,782 719,782
基本給 50,580
手当 11,345
共済費 9,320
退職給付費 0
営業費用(その他) 0
動力費 19,129 動力費 19,129
旅費 823
消耗品費 11,900
委託料 63,780
修繕費 15,210
材料費 8,943
賃借料 333
備品購入費 0
その他 8,580
減価償却費 236,083 減価償却費 236,083
地方債利息 33,442 支払利息 33,442
その他 0 0
合計 469,468 - 469,468

250 ,314 - 250,314

24,487修繕・賃借料

4,883

備品・諸費用

71,245

76,502

8,580

収
益
的
収
入

収
益
的
支
出

差額

人件費

消耗品・その他

営業収益

②  総収益と総費用【2018 年度 実績】 
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現状のまま水道事業を経営した場合，将来の人口減少による収益の減少や，            

老朽化した水道施設を更新する為の費用増額等の影響により，令和 10 年度

（2028 年度）には，総収益＜総費用となる事が予測されます。 

 

 

 

 

 

 

水道料

金収益

214,276

営業収益

4,486

一般会計繰入金

145,000

長期前受金戻入

73,480

補助金, 
95,845

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

533,087

総収益

千円

(千円)

人件費

78,600
動力費

17,573

消耗品・

その他

63,032

修繕・

賃借料

24,300

備品・

諸費用

16,500

減価償

却費

293,926

支払利息

54,937

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

548,867

総費用

千円

(千円)

財政状況グラフデータ
項目 2028 集計項目 2028年度　集計値

料金収入 214,276 水道料金収益 214,276
受託工事収益 0
その他営業収益 4,486
一般会計繰入金 145,000 一般会計繰入金 145,000
補助金 95,845 補助金 95,845
長期前受金戻入 73,480 長期前受金戻入 73,480
営業外収益(その他) 0 その他 0
合計 533,087 533,087
基本給 50,600
手当 18,500
共済費 9,500
退職給付費 0
営業費用(その他) 0
動力費 17,573 動力費 17,573
旅費 800
消耗品費 10,932
委託料 51,300
修繕費 15,000
材料費 9,000
賃借料 300
備品購入費 2,200
その他 14,300
減価償却費 293,926 減価償却費 293,926
地方債利息 54,937 支払利息 54,937
その他 0 0
合計 548,867 - 548,867

-15,780 - -15,780差額

収
益
的
支
出

人件費 78,600

消耗品・その他 63,032

修繕・賃借料 24,300

備品・諸費用 16,500

収
益
的
収
入

営業収益 4,486

③ 総収益と総費用【2028 年度 予測】 
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 第３章  水道ビジョンにおける現状と課題 

 

屋久島町水道ビジョンを策定するにあたり，経営戦略や，アセットマネジ

メントの実践を基に，屋久島町水道事業の現状と課題を整理します。 

3.1  水道サービスの持続性は確保されているか 

（1） 給水人口及び給水量 

 

屋久島町は全国平均水道料金と比較すると，安価な水道料金を 

保持しています。 

 

屋久島町水道事業は，口永良部を除く地区において，令和２年度（2020 年

度）より公営企業として運営を開始します。公営企業は，独立採算制を維持す

る事が原則である為，基本的に水道料金の収入による財源を基に，経営してい

く必要があります。 

屋久島町水道事業は，令和元年（2019 年）10 月に水道料金の改定を実施し

た事で，水道事業の経営安定が期待されます。なお水道料金は値上げされまし

たが，全国平均や県下 12 町平均の水道料金と比較した場合，屋久島町は安価

な料金水準を保持しています。 

 

 

  

 

全国平均： JWRC現状分析ツールより平成28年度(2016年)値
鹿児島県平均： JWRC現状分析ツールより平成28年度(2016年)値
県下12町平均： 鹿児島県水道統計より平成28年度(2016年)値
屋久島町上水道事業： 令和元年10月値

※13㎜メーターにて20 /月使用時

※消費税10%に割戻した値を採用

全国平均 鹿児島県平均 県下12町平均
屋久島町

(～H31年9月)
屋久島町

(H31年10月～)

水道料金/月 3,239 2,943 3,417 2,528 3,020

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

( 円
/ 税
込

)

現状 

① 水道料金比較(消費税込) 
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人口減少により水道料金が減収する為，将来に向けて 

持続的に運営を行う事が難しくなることが予想されます。 

 

屋久島町は，人口の長期的な見通しとして「屋久島町人口ビジョン」（以

降：「人口ビジョン」と表記）を策定しています。人口ビジョンでは，多様な

手法による人口減少の抑制に取り組んでいます。しかし人口目標値は，将来減

少傾向となっています。 

水道を利用する人口が減少した場合，水道料金の減収に直結します。水道

事業は，将来の減収に向けて対策を講じ，持続的な運営を目指す必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

  

単位：人

2010年 2020年 2030年 2040年 2050年 2060年

年少人口 2,001 1,714 1,506 1,501 1,338 1,230

生産年齢人口 7,779 6,706 6,134 5,475 4,914 4,724

老年人口 3,806 4,351 4,198 3,962 3,656 3,095

合計 13,586 12,771 11,839 10,938 9,907 9,049

年少人口 2,001 1,753 1,733 1,846 1,784 1,804

生産年齢人口 7,779 6,786 6,406 6,047 5,868 6,079

老年人口 3,806 4,351 4,198 3,962 3,656 3,137

合計 13,586 12,890 12,337 11,855 11,307 11,020

年少人口 2,001 1,778 1,834 2,014 2,006 2,086

生産年齢人口 7,779 6,856 6,637 6,485 6,544 6,958

老年人口 3,806 4,351 4,198 3,962 3,665 3,222

合計 13,586 12,985 12,670 12,461 12,215 12,266

社人研推計

人口目標
（最少）

人口目標
（理想）

課題 

② 屋久島町の人口目標推移 (屋久島町人口ビジョンより) 

③  
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（2） 財政状況 

 

       

 

現状における水道施設の更新需要見通し 100 年間計画を策定した結果，管

路と機械設置の更新需要が大半を占める結果となりました。更新需要費の見通

しは，[耐用年数※1]が超過した施設を更新した場合，2020 年度時点で約 25

億円/年 必要であると試算され，さらにその後も平均して約 4.5 億円/年 必要

となる試算が算出されました。 

 

 

 

 

 

※1 耐用年数 

減価償却資産が利用に耐える年数であり，「水道実務六法」にて定めら

れている耐用年数を根拠としています。 

  

合計　2,581,748　千円

452,791 

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

（千円） 更新需要の見通し

(耐用年数を超過した施設を更新した場合の試算)

建物 管路 機械装置 車両運搬具 工具器具備品 2070年度までの更新需要平均額

千円/年

課題【１】：2021年度以降に必要な更新需要費

現状 

①現状の更新需要見通し 
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第３章  水道ビジョンにおける現状と課題 

 

耐用年数が超過した施設を更新する計画の場合，更新事業費が多

額に必要となります。 

 

課題【１】 

 2021 年度以降に必要な更新需要費     452,791（千円/年） 

 

課題【２】  

2020 年度に必要な更新需要費      2,581,748（千円） 

 

更新費用が年度毎に大きく偏らないよう，施設更新の優先度を決定し，年

度毎にかかる費用の平準化を図る必要があります。 

施設の優先度については，アセットマネジメントの中で実践されたミクロ

マネジメントの実施にて挙げられている具体例の通り，配水池や浄水場等，ま

た基幹管路等の重要度が高い施設を優先的に更新することで，被災時や漏水事

故の際，被害を最小限に抑えることが可能となります。 

 

 

 

  

課題 
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第３章  水道ビジョンにおける現状と課題 

3.2  安全な水の供給は保証されているか 

（1） 水源及び浄水の水質検査 

 

屋久島町では，水源及び浄水の水質検査を定期的に実施し，検査

結果を公表しています。 

 

屋久島町水道事業は，水道法第４条の「水質基準に関する省令」に定めら

れた水質基準５１項目（平成 27 年 4 月 1 日施工）が各基準値に適合している

か，検査を実施しています。また水質管理上留意すべき「水質管理目標設定項

目」については，各地域での農薬等の使用実態を踏まえ，変動を監視すべき項

目について検査を行うか検討しています。 

水質検査内容の詳細や検査結果については，毎年度「水質検査計画」を策

定しており，屋久島町ホームページで公表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水質基準に関する省令 

水質検査 

屋久島町ホームページにて公表 

現状 
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第３章  水道ビジョンにおける現状と課題 

 

 

現状に対する大きな課題はありませんが，今後も引き続き安全

な水を提供出来る様，水質検査の継続が必要です。 

 

① 水源の水質検査 

 

屋久島町には全部で２７ヶ所の水源地があります。水源地で取水した水

（以下：原水）は，それぞれの浄水施設を経て水道水（以下：浄水）となり，

各家庭へと給水されています。 

原水の水質は，浄水の水質へ大きな影響を与える為、毎年度「水質検査計

画」を策定し，各水源地の原水の水質を検査しています。 

町民の皆様により一層安全な水を供給出来るよう，厚生労働省令に基づい

たそれぞれの水源施設に適する水質検査の内容及び頻度（回数）を計画・実施

しています。  

 

 

② 浄水の水質検査 

 

浄水とは，原水を処理した後の水道利用者に給水される水のことです。浄

水の水質検査では，大腸菌に汚染されていないか，細菌による集団感染が起き

ないとされる基準値以下であるか，健康に影響の無い基準値以下であるか等，

原水と同様，厚生労働省令に基づいた水質検査を実施しています。 

 

 

③ 水質検査結果の評価 

 

屋久島町では，「水質検査計画」に基づいて原水及び浄水の水質検査を実施

しており，水質検査の結果を屋久島町ホームページへ公表しています。 

検査結果において，検査項目毎に安全と認められる水質基準値を超えた場

合，直ちに原因究明に努め，安全性を確保する為に必要な措置を講じます。 

 

  

課題 
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第３章  水道ビジョンにおける現状と課題 

3.3  危機管理への対応は徹底されているか 

（1）水道施設の耐震化 

 

 

 

近年全国的に大規模の地震が度々発生しており、被害を受けた水道施設

は、広範囲・長期間に及ぶ断水が生じています。 

屋久島町水道施設においても，水道施設全体の耐震化を図る事で，震災や

災害等から水道施設を守り，水道の使用における不便や不安が生じないよう，

地震による被害を未然に防ぐ対策が必要です。 

屋久島町では，災害対策基本法第４２条の規定に基づき，防災関係各機関

協力のもと，「屋久島町地域防災計画」（以下，「防災計画」と記述）を作成し

ています。 

防災計画では，南海トラフ地震防災対策や地震災害対策を講じており，水

道施設の災害防止対策は，具体的に下記のとおり推進するよう講じています。 

 

(1) 水源、管路施設等の上水道供給システムの整備・強化 

(2) 老朽水道施設、配水管、管路施設の点検及び補修の推進 

(3) 浄水場等の耐震化・停電対策の推進 

(4) 広域的なバックアップ体制の推進 

(5) 飲料水兼用耐震性貯水槽の整備の推進 

 

 

 ① 屋久島町ホームページより流用 

現状 
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第３章  水道ビジョンにおける現状と課題 

 

 

 

 

屋久島町の水道施設は，施設の整備・強化や老朽水道施設の点検及び補

修，広域的なバックアップ体制の構築等，防災計画に基づいて推進されてきま

した。しかし水道施設の耐震診断は，令和元年度（2019 年度）時点において

実施されていないため，将来における計画的な施設更新計画の見通しを立てる

ことが難しい状況にあります。 

 

 

  ②「屋久島町南海トラフ地震防災対策推進計画」資料より流用 

課題 
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第３章  水道ビジョンにおける現状と課題 

 

（2）水安全計画 

 

屋久島町水道事業は，令和元年度（2019 年度）現在において，

「水安全計画」が策定されていません。 

 

水道の水質は，自然環境の変化や施設の老朽化，また工場排水流入等の影

響による危機（リスク）にさらされています。「水安全計画」とは，これらの

リスクを回避し，安全な水を継続的に供給する事を目的とした計画になりま

す。 

 

 

 

 

水道事業者は，「水安全計画」を策定し，屋久島町水道事業の   

水源から給水栓に至るまでの，総合的な管理に加え，管理基準を

逸脱した場合や緊急時の対応を設定する必要があります。 

  

現状 

課題 

③ 水安全計画の策定と運用の流れ 

  (水安全計画策定ガイドラインより) 
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第３章  水道ビジョンにおける現状と課題 

3.4  現状と課題のまとめ 

 

屋久島町水道ビジョンを策定する為，上記にてテーマとした３つの視点よ

り評価した水道事業の現状と課題を，下記に整理しました。 

次章「第４章 実現方策」においては，下記５つの課題に対する対策案を

検討します。 

 

 

 

テーマ

安全な水の供給

水道ビジョンは，「強靭・持続・安全」３つの視点から見て満足する
事を目標とします。
屋久島町水道事業は，各テーマにおいてそれぞれ強化が必要とな
ります。

水源及び浄水の水質検査

水道施設の耐震化

水安全計画 ⑤水安全計画策定の未実施

項目 内容

危機管理への対応

水道サービスの
持続性確保

①人口減少に伴う料金収入の減少

②施設更新事業費が多額に必要

③水質検査の継続

④施設耐震化の未実施

給水人口及び給水量

財政状況

水道ビジョンの課題

持続・安全・強靭のそれぞれに，解決すべき課題があります。

水道ビジョンの現状

強靭 持続 安全

水道ビジョン現状のイメージ図

強靭強化必要 持続強化必要 安全強化必要

① 水道ビジョンの現状と課題 
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第４章  実現方策 

 第４章  実現方策 

 

屋久島町水道ビジョンを策定するにあたり，経営戦略策定や，アセットマネ

ジメントの実践を基に，屋久島町水道事業の方策を検討します。 

 

4.1  持続 

（1） 人口減少に伴う料金収入の減少 

 

屋久島町は，人口減少により水道料金が減収する為，将来に向けて持続的に

運営を行う事が難しくなることが予想されます。 

 

屋久島町上水道事業は，「屋久島町経営戦略 第２章 経営基本方針の検

討」にて計画したとおり，水道料金を 5年に 10%ずつ値上げする事で，人口減

少による減収を相殺する計画とします。 

 

・2019 年度・・・ 3,020 円/月 

・2025 年度・・・ 3,322 円/月(2019 年度比：110%値上) 

・2030 年度・・・ 3,654 円/月(2019 年度比：121%値上) 

・2035 年度・・・ 4,020 円/月(2019 年度比：133%値上) 

・2040 年度・・・ 4,422 円/月(2019 年度比：146%値上) 

・2045 年度・・・ 4,864 円/月(2019 年度比：161%値上) 

・2050 年度・・・ 5,350 円/月(2019 年度比：177%値上) 

※一般家庭 20m3/月 使用した場合 

 

 

  

水道ビジョン　-20-



 
第４章  実現方策 

 

（2） 施設更新事業費が多額に必要 

 

更新対象となる施設は，耐用年数を超過した施設から順に，試算額を計上し

て施設更新計画を策定します。実際に使用可能となる年数は，点検や修繕を実

施する事で，耐用年数の 1.3 倍程度の長寿命化を図る事が可能であると考えら

れます。 

 

 

下記グラフのとおり屋久島町の布設管路状況を例に挙げた場合，一部の経年

化管路（布設後 40 年～60 年経過）を，点検及び修繕を実施する事で更新対象

外管路とし，更新事業費を軽減して将来の投資計画を行います。 
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【健全管路】布施後 30年以内

【今後10年で経年化】
布施後 30年～40年

管路耐用年数40年
対 策

【対策】

経年化管路は，点検及び修繕を実施する事で，管路の

長寿命化を図ります。経年化管路の長寿命化により，

施設更新費用を軽減する事が可能となります。

現在

【老朽化管路】

布施後
53年以上

更新対象

管路

（現状：更新対象管路）

 

点検・修繕管路

【経年化管路】

布施後

40年～52年

①布設管路 年度別布設延長【対策】 

法適用耐用年数×1.3 倍 ＝ 実耐用年数 

健全管路     ・・・ 布設から 30 年以内の管路 

経年劣化管路   ・・・ 布設から 40 年以上経過している管路 

老朽化管路    ・・・ 布設から 60 年以上経過している管路 

※耐用年数 ＝ 実耐用年数の場合 
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第４章  実現方策 

4.2 安全 

 

（1） 水質検査の継続 

 

屋久島町にて実施している水源及び浄水の水質検査結果は，屋久島町のホー

ムページにて公表しています。今後も同様の検査を引き続き実施すると共に，

環境の変化や社会情勢に合わせた検査を実施し，安全な水を安心して供給する

様，継続していく必要があります。 
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第４章  実現方策 

4.3  強靭 

将来の水道事業計画は，強靭な水道を実現する為，年次ごとの事業計画(案)

を「経営戦略 第３章 整備計画案及び経常収支」にて策定しています。 

 

 

 

 

（1） 施設耐震化の実施 

 

水道事業は，屋久島町が策定している「南海トラフ地震に備えた推進計画」

に記載のあるとおり，地震発生に備えた計画を策定する必要があります。 

具体的には，基幹管路や配水池・浄水場等，優先順位の高い施設から順次耐

震化を図り，将来は水道の基幹施設全てが耐震化となる様，早急に取り組む事

が有効な対策となります。 

 

 

（2） 水安全計画策定の実施 

 

水に関する総合的な管理計画となる「水安全計画」は，早急に策定する必要

があります。 

 

  

①年次別概算整備費 年次計画表（案） 
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第４章  実現方策 

4.4  実現方策まとめ 

水道事業は，上記「4.1～4.3」にて検討した対策案のとおり，各課題に対し

て対策を実施する必要があります。 

下記に，水道ビジョンの現状・課題・対策案を整理した表を作成しました。 

 

 

 

  

① 水道ビジョン 現状・課題・対策 

テーマ

安全な水の供給

テーマ

安全な水の供給

水道ビジョンの現状

③水質検査の継続

④施設耐震化の未実施

給水人口及び給水量

財政状況

水道ビジョンは，「強靭・持続・安全」３つの視点から見て満足する
事を目標とします。
屋久島町水道事業は，各テーマにおいてそれぞれ強化が必要とな
ります。

持続・安全・強靭それぞれの，課題に対する対策案を検討します。

課題 対策案

⑤水安全計画策定の未実施

項目 内容

水道サービスの
持続性確保

①人口減少に伴う料金収入の減少

②施設更新事業費が多額に必要

水道ビジョンの課題

持続・安全・強靭のそれぞれに，解決すべき課題があります。

水道サービスの
持続性確保

①人口減少に伴う料金収入の減少

水源及び浄水の水質検査

水道施設の耐震化

水安全計画

危機管理への対応

水道ビジョンの対策

危機管理への対応

④施設耐震化の未実施 耐震診断及び施設耐震化工事に着手します。

⑤水安全計画策定の未実施 水安全計画策定に着手します。

水道料金を5年に10%ずつ値上げし，増収を図ります。

②施設更新事業費が多額に必要
更新事業費を抑える為，施設更新時期を，法定耐用年
数の1.3倍で計画します。

③水質検査の継続 引き続き，水質検査を継続します。

強靭 持続 安全

水道ビジョン現状のイメージ図

強靭強化必要 持続強化必要 安全強化必要
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第４章  実現方策 

 

水道ビジョンは，将来水道事業が強靭かつ安全に持続する事が可能となる取

組み方策を提示しています。将来水道事業の支出と収入は，前述に記載した水

道ビジョンの課題に対する対策案を実施した場合，概ね均衡を保つ試算結果と

なりました。 

 

※詳細は，「経営戦略 第３章 整備計画案及び経常収支 3-5 経常収支

（Ｃ案）」参照 

 

 

 
 

 

 

 

② 一般会計繰入金補填，料金値上改定，実耐用年数による更新計画にて経営し

た場合の財政収支概算 
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第４章  実現方策 

4.5  将来に向けた目標実現のための基本計画 

将来に向けた目標実現のための基本計画は，屋久島町が将来に渡り「安全」

で「強靭」な水道サービスを「継続」し続けられる様，年度別に整備計画案を

策定したものです。 

下記は，屋久島町上水道事業における年度別の整備計画案を，「安全・持

続・強靭」に分類した計画表です。 

※詳細は「経営戦略 第３章 整備計画案及び経常収支」を参照 

 

 

凡例： 

 

 

  

①年度別整備計画表（案） 

強靭対策 安全対策 持続対策 
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第４章  実現方策 

 

（1） 水道サービスの「持続」の為の基本計画 

 

将来にわたり水道サービスを持続していく為には，事業計画の見直し等によ

る施設のダウンサイジングを検討し，施設更新事業費用の軽減を図る必要があ

ります。事業計画の見直しは，水道ビジョンや経営戦略，アセットマネジメン

ト・更新計画等を実施する事により可能となります。 

また水道施設は，基幹施設や老朽化の激しい施設を中心に，毎年度更新を計

画します。既存の水道施設を更新・改修する事は，施設の長寿命化が図られる

為，水道事業の長期的な持続に大きな効果をもたらします。 

 

■整備概要 

1. 更新事業費                   … 2019 年度～(毎年度) 

2. 管網計算(ダウンサイジング)   … 2024 年度 

3. アセット・更新計画           … 2028 年度 

4. 経営戦略                     … 2029 年度 

5. 水道ビジョン                … 2030 年度 

   ※計画年度順並替え 
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第４章  実現方策 

 

（2） 「安全」な水供給の為の基本計画 

 

安全な水の供給を実現する為，水道施設の改良を実施し，事故や被災による

影響を最小限に抑える基本計画を提案しています。 

また東部地区は，空港近郊かつ人口密集地となる基幹施設であるにも関わら

ず，近年中に取水不能となる恐れがある為，早急な水源地改良が必要となりま

す。 

 

■整備概要 

1. 危機管理マニュアル             … 2020 年度 

2. 東部（長峰）水源施設改良工事   … 2020 年度～2021 年度 

3. 水安全計画                     … 2022 年度 

4. 簡易耐震診断 (全域対象施設)    … 2022 年度 

5. 詳細耐震診断 (全域対象施設)    … 2023 年度 

6. 中間水源から栗生地区へ配水    … 2024 年度 

7. 耐震工事 (全域対象施設)       … 2024 年度～2028 年度 

  ※計画年度順並替え 

 

 

 

（3） 「強靭」な水道の為の基本計画 

 

水道施設は，隣接する施設と連絡管を接続してハード統合する事で，被災時

や事故等による断水状態であっても，隣接施設からの給水が可能となります。

また連絡管を接続する事により，将来予測されている給水需要量の減少となっ

た場合でも，複数の施設を一つに統合する事が可能となる為，維持管理費用の

軽減に繋がる効果もあります。 

 

■整備概要 

1.「吉田～一湊～志戸子」地区の連絡管布設 … 2020 年度～2022 年度 

2.「宮之浦～東部」地区の連絡管布設    … 2023 年度 
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第５章  水道ビジョンの事後検討及び更新計画 

 第５章  水道ビジョンの事後検討及び更新計画 

5.1  フォローアップ計画 

水道事業が「持続・安全・強靭」を備えた運営を実現する為には，アセットマ

ネジメントによる資産管理を基に，経営戦略にて基本計画を策定し，将来の社会

情勢や水道事業を取り巻く環境の変化に対応していく必要があります。 

水道ビジョンは，水道事業を取り巻く環境の変化や，政策課題に対処する為，

３～５年サイクルで計画の見直しを図る必要があります。 

 

 

 

 

今後の水道ビジョンは，「事業計画の策定（Plan），計画の実行（Do），計画の

評価（Check），改善（Act），事業計画の再策定（Plan）…」と，繰り返し実行す

る事で，「持続・安全・強靭」を備えた運営を実現する為の方策策定に取組んで

いきます。 

 

 

 

 

 

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

水道ビジョン

計画 実行

評価

改善

計画 実行

①フォローアップ計画 

②PDCA サイクルイメージ図 
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